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当時の女義太夫（娘義太夫） 
三高時代の虚子 

下村
しもむら

為山
い ざ ん

筆 

「ほとゝぎす」創刊号 

明治 28 年の正岡子規 

松山中学時代の虚子 

高
浜

た
か
は
ま

虚
子

き

&

し 

１
８
７
４
年
&
明
治
７
)
*
１
９
５
９
年
&
昭
和
34
)
俳
人
1
小
説
家 

 
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
派
を
主
宰
&
生
涯
に
20
万
句
余
の
俳
句
を
詠
ん
だ
)
本
名
は
1
高
浜 

清
き
よ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
８
７
４
年
&
明
治
７
)
２
月
22
日
1
愛
媛
県
松
山
市
長
町
新
丁
に
1
伊
予
松
山
藩
士
・
池
内
庄
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
忠
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
o
母
は
柳
o 

１
８
８
０
年
&
明
治
13
)
６
歳
1
12
月
1
第
一
次
ボ
y
ア
戦
争
勃
発
o 

１
８
８
２
年
&
明
治
15
)
８
歳
1
５
月
祖
母
峯
没
1
祖
母
方
の
高
浜
家
を
継
ぐ
o 

１
８
８
７
年
&
明
治
20
)
13
歳
1
東
京
美
術
学
校
設
立 

１
８
８
８
年
&
明
治
21
)
14
歳
1
伊
予
尋
常
中
学
&
旧
姓
松
山
中
学
1 

今
の
愛
媛
県
立
松
山
東
高
校
)
に
入
学
o
１
歳
年
上
の
河
東

か
わ
ひ
が
し

碧へ
き

梧
桐

ご

と

う

と
同
級
に
な
る
o 

１
８
８
９
年
&
明
治
22
)
15
歳
1�
大
日
本
帝
国
憲
法
£
発
布
o
陸
羯
南
1
新
聞
�
日
本
£
創
刊
o 

１
８
９
０
年
&
明
治
23
)
16
歳
1�
教
育
勅
語
£
発
布
o
碧
梧
桐
を
介
し
子
規
に
野
球
を
教
わ
る
o 

１
８
９
１
年
&
明
治
24
)
17
歳
1
５
月
1
子
規
と
文
通
が
は
じ
ま
る
o
６
月
松
山
で
子
規
に
会
う
o 

10
月
1
子
規
よ
り
虚
子
の
号
を
授
か
る
o 

１
８
９
２
年
&
明
治
25
)
18
歳
1
４
月
1
伊
予
尋
常
中
学
校
卒
業
o 

９
月
1
碧
梧
桐
と
共
に
第
三
高
等
中
学
校
&
今
の
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
)
に
入
学
o 

１
８
９
３
年
&
明
治
26
)
19
歳
1
碧
梧
桐
と
寝
食
を
共
に
し
1
下
宿
を
�
虚き

,

桐ど
う

庵あ
ん

£
な
ど
と
名
付
け
た
o
夏
1!
夕
顔

ゆ
う
が
お

論
争
& 

１
８
９
４
年
&
明
治
27
)
20
歳
1
秋
1
碧
梧
桐
と
共
に
第
二
高
等
学
校
&
後
の
東
北
大
学
教
養
部
)
に
転
入
し
た
が
1
一
Ü
月
後
1

碧
梧
桐
と
共
に
中
退
し
上
京
1
二
人
で
本
郷
の
下
宿
に
同
居
o 

虚
子
の
放
蕩
時
代
1
娘

む
す
め

義
太
夫

ぎ

だ

ゆ

う

に
入
れ
あ
げ
1
小
土
佐

こ

と

さ

に
恋
し
た
o 

子
規
の
叱
責
や
ま
ず
o
日
清
戦
争
勃
発
o 

１
８
９
５
年
&
明
治
28
)
21
歳
1
碧
梧
桐
と
本
郷
に
下
宿
o
４
月
1
松
山
で
漱
石
と
会
う
o 

４
月
1
漱
石
1
伊
予
尋
常
中
学
の
教
師
と
な
る
o
同
じ
こ
ろ
1 

子
規
1
従
軍
記
者
に
な
り
満
韓
へ
1
日
清
戦
争
終
結
o 

子
規
は
帰
国
途
中
に
大
喀
血
1
入
院
治
療
後
1
８
月
末
頃
1 

松
山
の
漱
石
の
許
へ
転
が
り
込
む
o 

日
本
は
下
関
条
約
に
よ
り
清
国
に
朝
鮮
国
が
独
立
国
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
o 

&
こ
れ
は
日
本
の
権
益
確
立
の
た
め
)
神
戸
・
須
磨
で
子
規
を
看
病
o
８
月
頃
1
須
磨
で
子 

規
か
ら
後
継
者
の
打
診
o
新
聞
�
日
本
£
に
執
筆
o 

12
月
1
子
規
か
ら
の
�
文
学
上
の
後
継
者
に
£
と
い
う
要
請
を
拒
否
&!
道
灌
山

ど
う
か
ん
や
ま

事
件
&) 

虚
子
1�
私
は
学
問
を
す
る
気
は
無
い
£1
子
規
1�
今
日
限
り
お
前
を
後
継
者
と
し
て
考
え
る
こ

と
は
や
め
る
1
今
後
お
前
に
忠
告
す
る
権
利
も
義
務
も
無
い
も
の
に
な
V
た
£
虚
子
1�
升の

ぼ

さ
ん

の
忠
告
を
受
け
入
れ
実
行
す
る
勇
気
は
な
い
£
と
答
え
た
o 

�
こ
の
明
治
二
十
七
年
か
ら
三
十
年
に
い
た
る
足
か
け
四
年
の
間
は
1
小
説
の
筆
は
し
ば
ら
く

擱
き
ま
し
て
1
俳
句
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
に
傾
い
て
を
り
ま
し
た
£&g
虚
子
自
伝
j
よ
り
) 

１
８
９
６
年
&
明
治
29
)
22
歳
1
12
月
1�
国
民
新
聞
£
俳
句
欄
選
者
と
な
る
o
子
規
1
虚
碧
の
句
を
�
明
治
の
新
調
£
と
絶
賛
o 

１
８
９
７
年
&
明
治
30
)
23
歳
1
１
月
15
日
1
柳
原

や
な
ぎ
は
ら

極
堂

き
,
く
ど
う

1
松
山
で
g
ほ
と
ゝ
ぎ
す
j
創
刊
o
部
数
は
三
百
o 

虚
子
は
1
碧
梧
桐
が
天
然
痘
で
約
一
Ü
月
間
入
院
中
に
碧
梧
桐
の
婚
約
者
で
あ
V
た 

大
畠
い
と
&
糸
子
)
と
親
し
く
な
り
1
６
月
1
結
婚
し
た
o 

    



 

205                                                                       書道もろもろ塾（2015,10,25） 

「ほとゝぎす」 

明治 31 年 10 月 

下村為山装幀 

虚子の手によって

発行された新生号。 

 

明治 42 年 3月 

の虚子 

「ホトトギス」 

明治 35 年 10 月 

下村為山装幀 

「能楽」創刊号表紙

明治 35 年 7 月 

池内信嘉（虚子の

兄）発刊 

明治 33年 12 月 
の虚子（子規庵

の庭で） 

10
月
1
独
立
国
と
な
V
た
朝
鮮
国
は
1
国
号
を
�
大
韓

だ
い
か
ん

帝
国

て
い
こ
く

£
と
改
め
た
o 

１
９
１
０
年
ま
で
の
短
期
間
で
は
あ
る
が
1
朝
鮮
史
上
初
の
独
立
主
権
国
家
が
誕
生
し
た
o 

１
８
９
８
年
&
明
治
31
)
24
歳
1
１
月
1
萬

よ
ろ
ず

朝
報

ち
,
う
ほ
う

に
入
社
o
３
月
1
長
女
真
砂
子
生
ま
れ
る
o
米べ

い

西せ
い

戦
争
勃
発
o 

故
郷
の
母
の
看
病
の
た
め
度
々
帰
郷
1
そ
の
結
果
1
萬
朝
報
社
を
長
期
欠
勤
し
て
首
に
な
る
o 

生
活
苦
o
虚
子
は
子
規
に
手
紙
を
書
き
1
俳
誌
g
ほ
と
ゝ
ぎ
す
j
の
発
行
所
を
東
京
に
移
転
す
る 

よ
う
提
案
1
10
月
1
虚
子
が
発
行
人
を
引
き
継
ぎ
1
俳
句
だ
け
で
な
く
和
歌
1
散
文
な
ど
を
加
え 

て
俳
句
文
芸
誌
と
し
て
東
京
で
再
出
発
し
た
o 

新
生
号
は
1
60
頁
1
９
銭
o 

発
売
後
数
時
間
で
１
５
０
０
部
が
完
売
o 

即
日
５
０
０
部
増
刷
さ
れ
た
o
11
月
1
母
没
o 

１
８
９
９
年
&
明
治
32
)
25
歳
1
第
二
次
ボ
y
ア
戦
争
勃
発
o
商
売
熱
心
に
な
る
o 

１
９
０
０
年
&
明
治
33
)
26
歳
1
義
和
団

ぎ

わ

だ

ん

事
件

じ

け

ん

&
北
清

ほ
く
し
ん

事
変

じ

へ

ん

) 

写
生
文
多
く
書
く
o 

５
月
1
碧へ

き

梧
桐

ご

と

う

�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
に
入
社
o 

９
月
1
子
規
庵
で
初
め
て
の｢

山
会

や
ま
か
い｣

開
か
れ
る
o 

12
月
1
長
男
年
尾
生
ま
れ
る
o 

１
９
０
１
年
&
明
治
34
)
27
歳
1
９
月
1
出
版
社
俳
書
堂
を
設
立
o 

左
千
夫
1
碧
梧
桐
ら
と
子
規
の
看
護
に
あ
た
る
o 

１
９
０
２
年
&
明
治
35
)
28
歳
1
９
月
19
日
/
正
岡
子
規
没 

 

子
規
没
後
1
新
聞
�
日
本
£
俳
句
欄
の
選
者
を 

碧
梧
桐
が
継
ぎ
1g
ほ
と
ゝ
ぎ
す
j
の
編
集
も
碧
梧
桐
が
し
て
い
た
o 

10
月
1g
ほ
と
ゝ
ぎ
す
j
の
雑
誌
名
を
片
仮
名
の
g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
と
変
更
o 

第
二
次
ボ
y
ア
戦
争
終
結 

１
９
０
３
年
&
明
治
36
)
29
歳
1
10
月
1
碧
梧
桐
の
�
温
泉
百
句
£
を
批
判
o 

11
月
1
碧
梧
桐
反
論
o
次
女
立
子

た

つ

こ

生
ま
れ
る
o 

１
９
０
４
年
&
明
治
37
)
30
歳
1
日
露
戦
争
勃
発
o
９
月
�
連
句
論
£1 

10
月
1�
俳
体
詩
論
£
発
表
o
12
月
1
虚
子
1
漱
石
に
文
章
を
書
く
こ
と
を
勧
め
1 

出
来
た
g
吾
輩
は
猫
で
あ
る
j
を
�
山
会
£
で
朗
読
o�
写
生
趣
味
と
空
想
趣
味
£ 

１
９
０
５
年
&
明
治
38
)
31
歳
1
日
露
戦
争
終
結
o
１
月
1
漱
石
g
吾
輩
は
猫
で
あ
る
j
を
g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
に
連
載
開
始
o
人
気

で
発
行
部
数
が
八
千
部
に
も
な
V
た
と
い
う
og
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
百
号
に
達
す
る
o
碧
梧
桐
は
新

傾
向
色
を
強
め
る
o 

１
９
０
６
年
&
明
治
39
)
32
歳
1g
俳
諧
馬
の
糞
j
刊
o
３
月
1
碧
梧
桐
に
対
抗
し
て
�
俳
諧
散
心
£
句
会
開
始
og
帆
立
貝
j
刊
g
ホ

ト
ト
ギ
ス
j
に
漱
石
g
坊
V
ち
ê
ん
jo
10
月
1
次
男
友と

も

次
郎

じ

ろ

う

生
ま
れ
る
o 

１
９
０
７
年
&
明
治
40
)
33
歳
1g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
に
浅
井
忠
・
竹
久
夢
二
が
挿
絵
を
描
い
て
い
る
o
小
説
へ
の
移
行
を
決
意
> 

４
月
1
小
説
�
風
流
懴
法

せ
ん
ぽ
う

£1
５
月
1
小
説
�
斑
鳩

い
か
る
が

物
語
£1
７
月
�
大
内
旅
館
£
を
g
ホ
ト
ト 

ギ
ス
j
に
発
表
o
５
月
g
俳
諧
一
口
噺
j
刊 

５
月
1
漱
石
1
朝
日
新
聞
社
に
入
社
o 

１
９
０
８
年
&
明
治
41
)
34
歳
1
１
月
g
鶏
頭
jg
新
写
生
文
j
刊
o
２
月
g
稿
本
虚
子
句
集
j
刊
og
国
民
新
聞
j
に
�
俳
諧
師
£

を
連
載
o
８
月
�
日
盛
会
£
を
開
催
o
10
月
g
国
民
新
聞
j
文
芸
部
長
に
就
任
1
俳
句
の

こ
と
は
碧
梧
桐
に
委
せ
て
/
俳
句
訣
別
を
宣
言
し
小
説
に
専
念
す
る
>
自
然
主
義
流
行
o 

１
９
０
９
年 (

明
治
42) 

35
歳
1
１
月
g
国
民
新
聞
j
に
�
続
俳
諧
師
£
を
連
載
o 

５
月
1
三
女
宵
子
生
ま
れ
る
o
12
月
1
麹
町
に
転
居
o 

g
子
規
句
集
j
を
碧
梧
桐
と
の
共
編
で
刊
o 

漱
石
g
三
四
郎
jg
そ
れ
か
ら
j 
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虚子（大正４年頃） 

大正 5 年ころの虚子と家族 

「井筒」を舞う虚

子（大正 7 年春） 
虚子『俳諧師』表紙 

 

１
９
１
０
年
&
明
治
43
)
36
歳
1g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
の
発
行
部
数
が
急
低
下
し
1
財
政
難
に
な
る
o 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
1g
国
民
新
聞
j
を
退
社
し
1�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
編
集
に
専
念
o 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12
月
1
鎌
倉
由
比
ガ
浜
に
移
住
1
亡
く
な
る
日
ま
で
の 

50
年
間
を
こ
こ
で
過
ご
し
た
o
８
月
29
日
1
日
韓

に
P
か
ん

併
合

へ
い
ご
う

o
大
逆

た
い
ぎ
Q
く

事
件
o 

島
崎
藤
村
g
家
jo
長
塚
節
g
土
jo
12
月
１
日
1
啄
木
g
一
握
の
砂
j1
碧
梧
桐
g
三
千
里
j 

１
９
１
１
年
&
明
治
44
)
37
歳
1
４
月
1
朝
鮮
へ
旅
行
o
７
月
1
小
説
g
朝
鮮
j
発
表
o�
子
規
居
士
と
余
£
の
連
載
始
ま
る
&
大

正
４
ま
で
)
o
碧
梧
桐
1
g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
の
編
集
よ
り
離
れ
る
o
荻
原
井
泉
水
g
層
雲
j
創
刊
o

幸
徳
秋
水
ら
死
刑
o
森
鴎
外
g
雁
jo
10
月
10
日
1
辛
亥

し
ん
が
い

革
命

か
く
め
い

勃
発 

１
９
１
２
年
&
明
治
45
・
大
正
元
)
38
歳
1
１
月
１
日
1
中
華
民
国
成
立
o
2
月
12
日
1
宣せ

ん

統と
う

帝て
い

&
溥
儀

ふ

ぎ

)
退
位
1
清
国
滅
亡
o 

啄
木
g
悲
し
き
玩
具
jog
朝
鮮
j
刊
o�
お
丁
と
£
を
g
国
民
新
聞
j
に
連
載
og
ホ
ト
ト
ギ
ス
j

誌
上
に
雑
詠
選
を
復
活
さ
せ
る
o
７
月
1
四
女
六
子

ろ

く

こ

生
ま
れ
る
o 

１
９
１
３
年
&
大
正
２
)
39
歳
1
碧へ

き

梧
桐

ご

と

う

の
新
傾
向
俳
句
に
対
抗
す
る
た
め
俳
壇
に
復
帰
>
守
旧
派
&
古
典
主
義
)
を
称
し
定
型
と

季
題
趣
味
の
重
視
を
唱
え
た
o
２
月
!
春
風
や
闘
志
い
だ
き
て
丘
に
立
つ
&!
霜
降
れ
ば
霜
を
楯

と
す
法の

り

の
城
&w
虚
子
y
３
月
�
暫
く
ぶ
り
の
句
作
£
発
表
o
嶋
田
青
峰
に
g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
の

編
集
を
任
せ
る
o
６
月
1g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
２
０
０
号
記
念
能
楽
を
開
催
o
!
主
観
写
生
&
提
唱 

９
月
1
鎌
倉
由
比
ガ
浜
よ
り
大
町
に
移
住
o
斎
藤
茂
吉
g
赤
光
j 

１
９
１
４
年
&
大
正
３
)
40
歳
1�
虚
子
即
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
心
得
居
る
事
£&g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
１
月
号
・
巻
頭
に
て
)
!�
新
傾
向
に
反

対
す
る
事
£&
碧
梧
桐
へ
の
宣
戦
布
告
)
４
月
1
四
女
六
子

ろ

く

こ

没
o
高
村
光
太
郎
g
道
程
j1 

１
月
1
碧
梧
桐
g
続
三
千
里
上
巻
j
６
月
1
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
o 

１
９
１
５
年
&
大
正
４
)
41
歳
1
１
月
1
五
女
晴
子

は

る

こ

生
ま
れ
る
o
小
説
�
柿
二
つ
£
を 

�
東
京
朝
日
新
聞
£
に
連
載
o
４
月
1�
進
む
べ
き
俳
句
の
道
£
を 

�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
に
連
載
og
子
規
居
士
と
余
j
刊
o
小
説
g
落
葉

お

ち

ば

降ふ

る
下し

た

に
て
j 

11
月
1
婦
人
俳
句
会
を
始
め
る
o
12
月
1
碧
梧
桐
g
新
傾
向
句
集
j 

１
９
１
６
年
&
大
正
５
)
42
歳
1
新
作
能
�
鉄
門
£
発
表
o
５
月
g
俳
句
の
大
道
j
刊
o 

12
月
９
日
/
漱
石
没
> 

１
９
１
７
年
&
大
正
６
)
43
歳
1
９
月
1
大
町
よ
り
原
の
台
へ
移
住
o
11
月
1�
俳
談
会
£
開
催
o 

�
漱
石
氏
と
私
£
を
�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
に
連
載
o 

�
京
都
で
会
V
た
漱
石
氏
£
を
�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
に
掲
載
o 

11
月
1
ロ
シ
ア
革
命
o 

１
９
１
８
年
&
大
正
７
)
44
歳
1
１
月
1g
漱
石
氏
と
私
j1
４
月
1g
俳
句
は
か
く
解
し
か
く
味
う
j 

!
俳
句
は
即
ち
芭
蕉
の
文
学
で
あ
る
& 

７
月
1g
進
む
べ
き
俳
句
の
道
j
刊
o
８
月
1�
山
会
£
復
活
og
漱
石
氏
と
私
j
刊 

１
９
１
９
年
&
大
正
８
)
45
歳
1
１
月
1
新
作
能
�
実
朝
£
を
発
表
o
６
月
1
六
女
章
子

あ

き

こ

誕
生
o 

１
９
２
０
年
&
大
正
９
)
46
歳
1
２
月
1
京
都
三
高
俳
句
会
設
立
句
会
に
臨
む
o 

１
９
２
２
年
&
大
正
11
)
48
歳
1
４
月
1
東
大
俳
句
会
復
興
句
会
に
臨
む
o 

９
月
g
ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
選
集
j
刊
o
鴎
外
没
&
60
歳
) 

１
９
２
３
年
&
大
正
12
)
49
歳
1
１
月
1g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
発
行
所
を
丸
の
内
ビ
ル
デ
�
ン
グ
に
移
る
o
９
月
1
関
東
大
震
災 

１
９
２
４
年
&
大
正
13
)
50
歳
1
９
月
1
満
鮮
旅
行
o�
写
生
と
い
ふ
こ
と
£
を
連
載
o｢

客
観
写
生｣

を
提
唱 

１
９
２
５
年
&
大
正
14
)
51
歳
1�
雑
詠
句
評
会
£
を
始
め
る
o 

１
９
２
６
年
&
大
正
15
・
昭
和
元
年
)
52
歳
1
８
月
1
東
京
放
送
局
で
�
俳
句
漫
談
£
を
放
送
o
放
哉
没
&
42
歳
) 

１
９
２
７
年
&
昭
和
２
)
53
歳
1!
花
鳥
諷
詠
&
の
提
唱
を
始
め
た
o
次
男
友と

も

次
郎

じ

ろ

う

フ
ラ
ン
ス
へ
遊
学
o
龍
之
介
没
&
36
歳
) 
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秋桜子（昭和 7 年） 
「句謡会」前列右より真砂子、立子、

虚子、晴子 

俳人初の文化勲

章受章のとき 「玉藻」創刊号

表紙（昭和 5年） 虚子 虚子 

１
９
２
８
年
&
昭
和
３
)
54
歳
1
６
月
g
虚
子
句
集
j
刊
o 

１
９
２
９
年
&
昭
和
４
)
55
歳
1
12
月
g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
六
百
号
に
達
す
る
o 

１
９
３
０
年
&
昭
和
５
)
56
歳
1
次
女
の
星
野
立
子

た

つ

こ

に
俳
誌
g
玉た

ま

藻も

j
を
創
刊
主
宰
さ
せ
る
o 

１
９
３
１
年
&
昭
和
６
)
57
歳
1
９
月
1
満
州
事
変
o 

秋
し
U
う

桜
子

お

う

し

1�g
自
然
の
真
j
と
g
文
芸
上
の
真
j£&g
馬
酔
木

あ

し

び

j
10
月
号
)
を
発
表
o 

秋
桜
子
�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
を
離
脱
1�
馬
酔
木

あ

し

び

£
独
立
o 

こ
こ
に
1
伝
統
俳
句
界
は
1
虚
子
派
と
秋
桜
子
派
の 

二
派
に
分
裂
し
1
こ
の
二
派
が
俳
句
界
の
主
動
力
と
な
る
o 

１
９
３
４
年
&
昭
和
９
)
60
歳
1
４
月
1g
高
浜
虚
子
全
集
j
刊
o 

１
９
３
５
年
&
昭
和
10
)
61
歳
1
10
月
1�
還
暦
座
談
会
£
で
1�
私
を
信
仰
し
ろ
£
と
述
べ
る
o
11
月
1
中
村
吉
右
衛
門
の
為
に

書
い
た
�
髪
を
結
ふ
一
茶
£
が
東
京
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
o 

１
９
３
６
年
&
昭
和
11
)
62
歳
1
２
月
1
章
子
を
伴
な
V
て
渡
仏
o
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
の
次
男
1
池
内
友
次
郎
の
部
屋
に
入
る
o
パ

リ
で
俳
句
講
演
o
ベ
ル
ギ
y
1
オ
ラ
ン
ダ
1
ド
イ
ツ
1
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
巡
り
1
講
演
を
行
い
1

パ
リ
に
も
ど
り
1
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
の
詩
人
た
ち
と
懇
談
o
６
月
帰
国
o 

１
９
３
７
年
&
昭
和
12
)
63
歳
1
６
月
1
自
選
句
集
g
五
百
句
j
刊
o
帝
国
芸
術
院
会
員
と
な
る
o 

７
月
７
日
1
日
中
戦
争
&
支
那
事
変
)
勃
発
o 

１
９
３
８
年
&
昭
和
13
)
64
歳
1
４
月
1g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
５
０
０
号
に
達
す
る
o 

１
９
３
９
年
&
昭
和
14
)
65
歳
1
９
月
１
日
1
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
o 

１
９
４
０
年
&
昭
和
15
)
66
歳
1
10
月
1
チ
Ó
Ô
プ
リ
ン
の
�
独
裁
者
£
公
開
o
12
月
1
日
本
俳
句
作
家
協
&
情
報
局
に
よ
る
思

想
統
制
の
た
め
の
組
織
)
が
結
成
さ
れ
1
虚
子
会
長
に
就
任
o 

１
９
４
１
年
&
昭
和
16
)
67
歳
1
12
月
８
日
1
太
平
洋
戦
争
勃
発
o 

１
９
４
２
年
&
昭
和
17
)
68
歳
1
６
月
1
日
本
文
学
報
国
会
俳
句
部
長
と
な
る
o 

12
月
1g
俳
句
の
五
十
年
j
刊 

１
９
４
４
年
&
昭
和
19
)
70
歳
1
９
月
1
信
州
小
諸
に
疎
開
o 

１
９
４
５
年
&
昭
和
20
)
71
歳
1
９
月
２
日
1
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
o 

１
９
４
６
年
&
昭
和
21
)
72
歳
1
桑
原
武
夫
!
第
二
芸
術
論
& 

１
９
４
７
年
&
昭
和
22
)
73
歳
1
小
説
g
虹
j
を
書
く
o
10
月
1
鎌
倉
に
戻
る
o 

１
９
４
８
年
&
昭
和
23
)
74
歳
1
11
月
1g
虚
子
自
伝
j
刊
o 

１
９
４
９
年
&
昭
和
24
)
75
歳
1
10
月
１
日
1
中
華
人
民
共
和
国
建
国
o 

１
９
５
０
年
&
昭
和
25
)
76
歳
1
６
月
25
日
1
朝
鮮
戦
争
勃
発
o 

１
９
５
１
年
&
昭
和
26
)
77
歳
1
３
月
1g
ホ
ト
ト
ギ
ス
j
を
年
尾
に
譲
る
o 

１
９
５
２
年
&
昭
和
27
)
78
歳
1g
玉
藻
j
１
月
号
か
ら
俳
話
を
連
載
o
こ
れ
が
あ
と
で
ま
と
め
ら
れ
1 

g
俳
句
へ
の
道
j&
岩
波
新
書
)
と
し
て
昭
和
30
年
に
出
版
さ
れ
た
o
そ
の
中
な
ど
で
虚
子
は
1 

�
如
何
に
窮
乏
の
生
活
に
居
て
も
1
如
何
に
病
苦
に
悩
ん
で
い
て
も
1
一
た
び
心
を
花
鳥
風
月
に 

寄
す
る
こ
と
に
よ
V
て
そ
の
生
活
苦
を
忘
れ
病
苦
を
忘
れ
1
た
と
い
一
瞬
時
と
い
え
ど
も
極
楽
の 

境
に
心
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
o
俳
句
は
極
楽
の
文
学
と
い
う
所
以
で
あ
る
£&g
俳
句
へ
の
道
j 

�
日
常
の
存
問
が
俳
句
だ
o£&�
朝
日
新
聞
£
の
�
小
俳
話
£
昭
和
32
年
12
月
29
日
) 

�&
俳
句
は
)
天
地
有
情
1
天
地
万
象
の
命
と
の
交
響
o£
と
述
べ
て
い
る
o 

１
９
５
３
年
&
昭
和
28
)
79
歳
1
７
月
27
日
1
朝
鮮
戦
争
終
結
o 

１
９
５
４
年
&
昭
和
29
)
80
歳
1
11
月
1
文
化
勲
章
授
与
o 

１
９
５
８
年
&
昭
和
33
)
84
歳
1
２
月
1g
虚
子
俳
話
j
刊
o 

１
９
５
９
年
&
昭
和
34
)
85
歳
1
４
月
８
日
1
脳
出
血
の
た
め
死
去
o
墓
は
鎌
倉
寿
福
寺
o 
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虚子「色紙」大正から昭和初期の書 明治 33 年の句 
遠山に日の当りたる枯野かな 虚子 

 

虚子「短冊」明治

33 年 酔筆らしい 
虚子「新年四季短冊」 大正
14 年の句。昭和 30 年頃の書 

虚子「条幅」昭和 27・28 年頃書 

大正 6 年の句 

子
規
は
1
虚
子
と
碧
梧
桐
の
作
風
の
比
較
を
雑
誌
�
日
本

人
£
第
31
号
&
明
治
29
年
)
に
書
い
て
い
る
o 

�
碧
梧
桐
は
冷
か
な
る
こ
と
水
の
如
く
1
虚
子
は
熱
き
こ
と

火
の
如
し
o
碧
梧
桐
の
人
間
を
見
る
は
猶な

お

無
心
の
草
木
を
見

る
が
ご
と
く
1
虚
子
の
草
木
を
見
る
は
猶
有
情
の
人
間
を
見

る
が
ご
と
し
o
随

し
た
が

V
て
其
作
る
所
の
俳
句
も
一
は
写
実
に
傾

き
一
は
理
想
に
傾
く
1
一
は
空
間
を
現
し
一
は
時
間
を
現
す
1

是
れ
二
人
の
全
く
相
違
な
る
所
な
り
o£ 

怒
涛

ど

と

う

岩
を
嚙か

む
我
を
神
か
と
朧

お
ぼ
ろ

の
夜よ 
 

虚
子 

赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に
け
り 
 
 
 

碧
梧
桐 

先
生
が
瓜う

り

盗
人

ぬ
す
P
と

で
在お

は

せ
し
か 

虚
子 
 
 

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
蔵 

 

秋
晴
や
前
山
に
糸
の
ご
と
き
道 

虚
子 
 
 

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
蔵 

遠
山

と
お
や
ま

に
日
の
当
り
た
る
枯
野

か

れ

の

か
な 

虚
子 

虚子「画賛」書は明治末、 
句は明治 36 年作。 

画は下村為山筆 

虚子「条幅」書は大正

前期、句は明治 29 年 

白
牡
丹

は
く
ぼ
た
ん

と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
紅こ

う

ほ
の
か 

虚
子 

天あ
ま

の
川が

わ

の
下し

た

に
天
智

て

ん

じ

天
皇

て
ん
の
う

と
虚
子
と 

虚
子 

虚
子
/
前
期
の
詩
書 

                            

虚
子
/
後
期
の
詩
書 
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明
治
26
年
夏
1
子
規
と
の
道
灌
山
で
の
!
夕
顔
問
答
&
に
つ
い
て
1

虚
子
は
�
写
生
趣
味
と
空
想
趣
味
£&
明
治
37
)
で
述
べ
て
い
る
o 

咲
い
て
い
る
夕
顔
を
見
て
1
子
規
は
1
夕
顔
の
�
歴
史
的
£
�
空
想

的
£
な
先
入
観
を
排
除
し
た
1
あ
る
が
ま
ま
の
写
生
に
よ
り
1
新
し
い

趣
味
を
発
見
す
る
こ
と
に
つ
い
て
語
V
た
が
1
虚
子
は
1
季
語
の
本
意
1

本
情
に
こ
だ
わ
り
1
子
規
の
考
え
に
は
同
調
し
な
か
V
た
o 

虚
子
は
1!
平
明
に
し
て
余
韻
あ
る
句
&
を
ス
ロ
y
ガ
ン
に
1!
守
旧

派
&
を
名
乗
り
1
始
め
�
主
観
写
生
£
1
後
に｢

客
観
写
生｣

を
提
唱
し

俳
壇
に
復
帰
1
新
傾
向
俳
句
を
唱
え
る
碧
梧
桐
と
対
立
し
た
o 

子
規
は
�
写
生
£
に
よ
V
て
1
伝
統
で
あ
る
季
題
趣
味
を
否
定
し
よ

う
と
し
た
が
1
虚
子
は
�
写
生
£
に
よ
V
て
1
季
題
を
尊
重
し
た
o
し

か
し
1
虚
子
の
言
う
写
生
は
無
意
味
な
誤
魔
化
し
と
思
わ
れ
る
o 

虚子「新年四季扇面」昭和 30 年頃の書 松山市立子規記念博物館蔵 山茶花のこびしとも亦ねびしとも 虚子  

虚子「新年四季短冊」 明
治 38 年作句。昭和 30 年頃

の書 

冬
の
山
低
き
と
こ
ろ
や
法
隆
寺 

虚
子 

虚子「小色紙」約 10×12 ㎝ 昭和 25・26 年頃の書 
昭和 3 年作の句 

咲きみちてこぼるゝ花も無かりけり 虚子 

大
正
７
年
1
虚
子
は
!
俳
句
は
芭
蕉
の
文
学
&
と
結
論
づ
け
1
子
規

を
な
い
が
し
ろ
に
し
1
宗
匠
俳
句
復
活
の
た
め
1
難
し
い
理
論
&
知
性

的
な
こ
と
)
は
言
わ
ず
1
形
式
や
伝
統
を
重
ん
じ
1
俳
句
の
大
衆
化
に

成
功
し
た
o
虚
子
復
帰
後
1
�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
の
売
り
上
げ
は
伸
び
1

大
正
・
昭
和
期
は
俳
壇
即
�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
で
あ
V
た
o
虚
子
は
1
帝

王
の
よ
う
に
俳
壇
に
君
臨
し
た
o
今
も
1
虚
子
の
子
や
孫
に
よ
る
世
襲

制
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
o 

虚
子
は
1
弟
子
の
1
財
界
人
1
国
会
議
員
1
官
僚
1
華
族
1
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
1
高
学
歴
者
な
ど
国
に
影
響
力
の
あ
る
権
力
者
や
政
治
屋
を

優
遇
し
1
自
分
の
子
や
孫
を
そ
れ
ら
の
名
家
に
嫁
が
せ
1
高
浜
家
を
名

家
の
一
員
と
な
し
た
1
と
い
う
o
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
1
子
規
や
漱

石
の
志
と
は
真ま

逆
ぎ
Q
く

で
あ
る
o
恩
あ
る
人
を
平
気
で
裏
切
る
人
間
の
よ

う
で
あ
る
o 

虚
子
の
提
唱
し
た
!
俳
句
は
花
鳥

か
ち
&
う

諷
詠

ふ
う
え
い

詩
で
あ
る
&
の
�
花
鳥
£
は

季
題
&
四
季
と
人
事
)
を
1
�
諷
詠
£
は
定
型
律
&
五
七
五
の
調
子
)

を
さ
し
1
�
季
題
と
リ
ズ
ム
の
あ
る
十
七
音
の
詩
£
と
い
う
こ
と
ら
し

い
o
つ
ま
り
�
有
季
定
型
£
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o 

晩
年
1
虚
子
は
1!
俳
句
は
極
楽
の
文
学
£�
日
常
の
存
問
が
俳
句
だ
o£

!
俳
句
は
/
天
地
有
情
/
天
地
万
象
の
命
と
の
交
響
>&
な
ど
と
述
べ

て
い
る
o
分
か
り
易
い
言
葉
で
あ
る
o
功
成
り
名
遂
げ
た
1
と
満
足
し

て
い
る
人
間
の
1
大
衆
受
け
を
ね
ら
V
た
1
嘘
う
そ
し
く
無
内
容
な
言

葉
で
あ
る
o 
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ユニホーム姿の
子規（明治 23 年） 明治 41 年 10 月発行『龍眠帖』不折書、碧梧桐編纂 明治 40 年の碧梧桐 

青年時代の碧梧桐 

河
東

か
わ
ひ
が
し

碧へ
き

梧
桐

ご

と

う 

１
８
７
３
年
&
明
治
６
)
*
１
９
３
７
年
&
昭
和
12
)
俳
人
・
随
筆
家
o
高
浜
虚
子

と
共
に
子
規
門
の
双
璧
と
称
さ
れ
た
o
本
名
は
秉
五
郎

へ
い
ご
ろ
う

o 

１
８
７
３
年
&
明
治
６
)
０
歳
1
河
東
坤
&
静
溪
)
の
五
男
と
し
て
愛
媛
県
松
山
市
千
舟
町
で
生
ま
れ
た 

父
は
松
山
藩
士
藩
校
明
教
館
の
教
授 

１
８
８
０
年
&
明
治
13
)
７
歳
1
父
静
溪
1
千
舟
学
舎
創
設
1
子
規
ら
が
学
ぶ
o
楊
守
敬
来
日 

１
８
８
１
年
&
明
治
14
)
８
歳
1
２
月
９
日
1
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
y
没
&
59
歳
)
10
月
1
ピ
カ
ソ
誕
生 

１
８
８
２
年
&
明
治
15
)
９
歳
1
４
月
19
日
1
ダ
y
ウ
�
ン
没
&
73
歳
) 

１
８
８
３
年
&
明
治
16
)
10
歳
1�
か
な
の
く
わ
い
£
結
成
o 

１
８
８
５
年
&
明
治
18
)
12
歳
1�
羅ろ

Z

馬ま

字
会

じ

か

い

£
創
立
o 

１
８
８
８
年
&
明
治
21
)
15
歳
1
伊
予
尋
常
中
学
に
入
学 

１
８
８
９
年
&
明
治
22
)
16
歳
1
子
規
に
野
球
を
教
わ
る
o
４
月
1
チ
Ó
Ô
プ
リ
ン
誕
生 

１
８
９
０
年
&
明
治
23
)
17
歳
1
如
月
1
青
桐
1
桐
仙
な
ど
と
号
す
o
ゴ
Ô
ホ
没
&
満
37
歳
) 

１
８
９
１
年
&
明
治
25
)
19
歳
1
子
規
の
g
一
家
二
十
句
j 

１
８
９
３
年
&
明
治
26
)
20
歳
1
虚
子
と
共
に
京
都
の
第
三
高
等
学
校
入
学
o
虚
子
と
同
居
o
チ
Ó
イ
コ
フ
ス
キ
y
没
&
満
53
歳
) 

１
８
９
４
年
&
明
治
27
)
21
歳
1
４
月
1
父
逝
去
o
宮
城
道
雄
誕
生
o
７
月
1
日
清
戦
争
勃
発
o
秋
1
虚
子
と
共
に
第
二
高
等
学
校

&
現
1
東
北
大
学
)
に
編
入
1
一
か
月
後
1
虚
子
と
共
に
中
退
1
共
に
上
京
1
本
郷
に
同
居
o
放

蕩
無
頼
の
生
活
を
始
め
た
o
こ
の
間
の
事
は
1
碧
梧
桐
の
g
寓
居
日
記
j
に
詳
し
い
o 

１
８
９
５
年
&
明
治
28
)
22
歳
1
日
清
戦
争
終
結
o
本
郷
に
虚
子
と
共
に
下
宿
し
遊
蕩
生
活
を
送
る
o
子
規
従
軍
中
�
日
本
俳
句
£

の
主
任
と
な
り
日
本
新
聞
に
入
社
o
夏
1
子
規
の
母
を
伴
な
い
神
戸
に
療
養
中
の
子
規
を
見
舞
う
o

一
葉
g
た
け
く
ら
べ
j 

３
月
1
パ
リ
で
世
界
初
の
映
画
上
映 

１
８
９
６
年
&
明
治
29
)
23
歳
1
虚
子
と
共
に
神
田
淡
路
町
に
下
宿 

日
本
新
聞
退
社 

雑
誌
�
新
声
£
の
俳
句
欄
選
者
と
な
る
o

虚
子
と
共
に
1
子
規
よ
り
俳
句
界
の
新
風
と
し
て
絶
賛
1
子
規
門
の
双
璧
と
な
V
て
ゆ
く
o 

２
月
末
1�
春
季
雑
詠
£ 

赤
い
椿
白
い
椿
と
落
ち
に
け
り 

11
月
1
樋
口
一
葉
没
&
満
24
歳
)1
神
戸
で
日
本
初
の
映
画
上
映
o 

１
８
９
７
年
&
明
治
30
)
24
歳
1�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
の
選
を
担
当 

失
恋
し
1
夏
1
北
陸
へ
旅
す
る
o 

１
８
９
８
年
&
明
治
31
)
25
歳
1�
蕪
村
輪
講
£
を
子
規
1
虚
子
1
鳴
雪
ら
と
始
め
る
o 

京
華
日
報
社
入
社 

１
８
９
９
年
&
明
治
32
)
26
歳
1g
俳
句
評
釈
jg
続
俳
句
評
釈
j
出
版 

１
９
０
０
年
&
明
治
33
)
27
歳
1
10
月
1
茂
枝
と
結
婚
o
漱
石
1
渡
英
og
明
星
j
創
刊
o
滝
廉
太
郎
1
日
本
人
作
曲
家
に
よ
る
初

め
て
の
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
メ
ヌ
エ
Ô
ト
を
作
曲 

８
月
25
日
1
ニ
y
チ
»
没
&
満
55
歳
) 

１
９
０
１
年
&
明
治
34
)
28
歳
1
３
月
1
自
宅
で
俳
句
例
会
を
始
め
る
o
子
規
g
墨
汁
一
滴
j
o
与
謝
野
晶
子
g
み
だ
れ
髪
j
o
�
荒

城
の
月
£�
鳩
ぽ
V
ぽ
£
な
ど
&
滝
廉
太
郎
作
曲
) 

１
９
０
２
年
&
明
治
35
)
29
歳
1
子
規
g
病
牀
六
尺
jo
９
月
1
子
規
永
眠
o
子
規
没
後
1
新
聞
�
日
本
£
俳
句
欄
の
選
者
を
継
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

映
画
�
月
世
界
旅
行
£ 

１
９
０
３
年
&
明
治
36
)
30
歳
1
１
月
1
再
度
1
日
本
新
聞
に
入
社 

�
温
泉
百
句
£
発
表
1
虚
子
が
批
判
&
温
泉
百
句
論
争
)o 

６
月
1
滝
廉
太
郎
没
&
満
23
歳
) 

１
９
０
４
年
&
明
治
37
)
31
歳
1
日
露
戦
争
勃
発
o�
俳
三
昧
£
始
め
る 

１
９
０
５
年
&
明
治
38
)
32
歳
1
新
傾
向
俳
句
に
走
る
>�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
百
号
に
達
す
o 

日
露
戦
争
終
結
o
漱
石
g
吾
輩
は
猫
で
あ
る
j
連
載
開
始 

ア
イ
ン
シ
Ë
タ
イ
ン
�
特
殊
相
対
性
理
論
£ 

１
９
０
６
年
&
明
治
39
)
33
歳
1
春
/
不
折
を
初
訪
問
1g
龍
門
造
像
記
j
に
感
動
す
る
o 

明
治
44
年
に
か
け
て
新
傾
向
俳
句
宣
伝
の
た
め
二
度
1 

全
国
俳
句
行
脚
を
し
た
o
８
月
６
日
1
第
一
次
全
国
旅
行 

開
始
w
Æ
明
治
40
年
12
月
13
日
y
碧
梧
桐
は
1
後
に 

こ
の
旅
を
�
三
千
里
£
と
称
し
た
o
12
月
1
日
本
新
聞
社 

を
退
社
og
続
春
夏
秋
冬
j
出
版
開
始
og
蚊
帳
釣
草
j
刊
o 

漱
石
g
坊
V
ち
ê
ん
j
セ
ザ
ン
ヌ
没
&
67
歳
) 

１
９
０
７
年
&
明
治
40
)
34
歳
1
１
月
1
青
森
県
の
浅
虫
温
泉
で
1
不
折
よ
り
中
岳
霊
廟
碑
1 

爨
宝
子
碑
の
拓
本
を
贈
ら
れ
六
朝
書
に
感
動
/ 

六
朝
書
の
研
究
を
重
ね
1
自
身
の
書
に
そ
の
書
風
を 

取
り
入
れ
て
い
く
o 

g
日
本
及
日
本
人
j
に
�
一
日
一
信
£
掲
載
o 

１
９
０
８
年
&
明
治
41
)
35
歳
1
４
月
1
母
永
眠
o
８
月
1!
俳
句
の
新
傾
向
に
就
て
&
を 

発
表
o
10
月
1
不
折
g
龍
眠
帖
j
出
版
o
御
矢
子
を
養
女 

に
す
る
o
12
月
1�
平
安
堂
£�
龍
眠
£
筆
を
試
作
o 
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『龍眠』第一号 明治 44 年の碧梧桐 

あ 

あ 

碧梧桐自筆墓碑銘 碧梧桐と妻の茂
しげ

枝
え

 大谷句仏
おおたにくぶつ

 

１
９
０
９
年
&
明
治
42
)
36
歳
1�
城
崎
時
代
£o
新
傾
向
俳
句
全
国
的
に
流
行
o 

４
月
24
日
1
第
二
次
全
国
旅
行
開
始
w
Æ
明
治
44
年
７
月
13
日
y 

&
第
一
次
1
第
二
次
の
合
計
1
約
３
４
０
０
円
の
旅
費
の
多
く
を 

東
本
願
寺
法
主
の
大
谷
句
仏
が
援
助
し
た
) 

g
日
本
俳
句
鈔
第
一
集
j
刊
o
11
月
1
ま
ど
・
み
ち
お
誕
生
o 

１
９
１
０
年
&
明
治
43
)
37
歳
1�
玉
島
時
代
£ 

!
無
中
心
論
&&
自
由
律
化
) 

や
が
て
大
須
賀

お

お

す

が

乙お
つ

字じ

は
離
反
す
る
o 

年
末
g
三
千
里
j
刊
o 

g
日
本
及
日
本
人
j
に
�
続
一
日
一
信
£
掲
載 

日
韓
併
合
o
大
逆
事
件
o
啄
木
g
一
握
の
砂
j 

４
月
22
日
荻
原
碌
山
没
&
30
歳
)
11
月
20
日
1
ト
ル
ス
ト
イ
没
&
82
歳
) 

１
９
１
１
年
&
明
治
44
)
38
歳
1
７
月
/
帰
京
し
全
国
旅
行
終
了 

荻
原

お
ぎ
わ
ら

井
泉
水

せ
い
せ
ん
す
い

g
層
雲
j
創
刊
1
碧
梧
桐
も
参
加
す
る
o 

g
新
傾
向
句
の
研
究
j
刊 

幸
徳
秋
水
ら
死
刑 

１
９
１
２
年
&
明
治
45
)
39
歳
1
１
月
1�
新
傾
向
の
変
遷
£
発
表
o
６
月
1�
龍
眠
会
£
結
成
o 

啄
木
g
悲
し
き
玩
具
j
４
月
13
日
1
啄
木
没
&
享
年
26
歳
) 

１
９
１
３
年
&
大
正
２
)
40
歳
1
３
月
1g
日
本
俳
句
鈔
第
二
集
j
刊
o
11
月
1Õ
龍
眠
Ø
創
刊
> 

１
９
１
４
年
&
大
正
３
)
41
歳
1
１
月
1g
続
三
千
里
上
巻
j
刊
og
流
沙
墜
簡
j
刊
行
さ
れ
る
o 

自
由
律
に
入
る
o
小
説
を
書
く
o
太
鼓
を
習
う
o 

高
村
光
太
郎
g
道
程
j 

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発 

チ
Ó
Ô
プ
リ
ン
映
画
デ
ビ
Ë
y 

１
９
１
５
年
&
大
正
４
)
42
歳
1
１
月
1g
新
傾
向
句
集
j
刊
o
碧
梧
桐
1g
層
雲
j
を
去
る
o 

３
月
1
中
塚
一
碧
楼
ら
と
Õ
海
紅
Ø
創
刊
> 

g
新
傾
向
句
の
研
究
jg
日
本
の
山
水
j
出
版 

１
９
１
６
年
&
大
正
５
)
43
歳
1
12
月
９
日
1
漱
石
没
&
49
歳
) 

チ
Ë
y
リ
Ô
ヒ
や
ニ
Ë
y
ヨ
y
ク
で
ダ
ダ
起
こ
る 

１
９
１
７
年
&
大
正
６
)
44
歳
1
11
月
1
ロ
シ
ア
革
命 

ロ
ダ
ン
没
&
満
77
歳
) 

１
９
１
８
年
&
大
正
７
)
45
歳
1
南
洋
・
中
国
各
地
を
め
ぐ
る 

第
一
次
世
界
大
戦
終
結 

3
月
25
日
1
ド
ビ
Ë
Ô
シ
y
没
&
満
55
歳
) 

１
９
２
０
年
&
大
正
９
)
47
歳
1
５
月
1
御
矢
子
没
o
12
月
1
欧
米
へ
旅
立
つ 

１
９
２
１
年
&
大
正
10
)
48
歳
1
９
月
g
龍
眠
j
終
刊
o
中
原
悌
二
朗
没
&
32
歳
) 

１
９
２
２
年
&
大
正
11
)
49
歳
1
１
月
1
帰
国 

４
月
1
牛
込
に
住
む 

12
月
1g
海
紅
j
を
離
れ
る 

鴎
外
没
&
満
60
歳
) 

１
９
２
３
年
&
大
正
12
)
50
歳
1
１
月
1
句
集
g
八
年
間
j
刊
o
２
月
g
碧
j
創
刊
o
９
月
1
関
東
大
震
災 

11
月
1
満
蒙
旅
行
へ 

１
９
２
４
年
&
大
正
13
)
51
歳
1
蕪
村
研
究
会
を
設
け
る 

８
月
1
満
鮮
旅
行 

中
村
彝
没
&
37
歳
) 

６
月
３
日
1
カ
フ
カ
没
&
満

40
歳
) 

１
９
２
５
年
&
大
正
14
)
52
歳
1
２
月
1g
碧
j
終
刊 

３
月
1g
三
昧
j
創
刊 

ル
ビ
付
俳
句
を
試
み
る
o
自
分
の
句
作
を
�
短
詩
£

と
称
し
1�
感
情
の
波
を
重
ん
じ
る
写
実
的
表
現
£
を
説
く
o
多
く
の
門
人
が
離
れ
て
い
く
o 

12
月
1g
子
規
之
第
一
歩
j
刊 

チ
Ó
Ô
プ
リ
ン
�
黄
金
狂
時
代
£ 

１
９
２
６
年
&
大
正
15
)
53
歳
1
全
国
各
地
を
遊
歴 

尾
崎
放
哉
没
&
42
歳
) 

 

６
月
1
ガ
ウ
デ
�
没
&
73
歳
) 

12
月
29
日
1
リ
ル
ケ
没
&
満
51
歳
) 

１
９
２
７
年
&
昭
和
２
)
54
歳
1
全
国
各
地
を
遊
歴 

�
我
等
の
立
場
£
24
回
で
終
稿 

芥
川
龍
之
介
没
&
36
歳
) 

１
９
２
９
年
&
昭
和
４
)
56
歳
1g
新
傾
向
俳
句
へ
の
道
j
出
版
o
小
林
多
喜
二
g
蟹
工
船
jo�
春
の
海
£&
宮
城
道
雄
作
曲
)
世
界

的
に
評
価
さ
れ
る
o�
ホ
ト
ト
ギ
ス
£
六
百
号
に
達
す
る 

１
９
３
０
年
&
昭
和
５
)
57
歳
1
１
月
1�
日
本
俳
句
£
を
�
三
昧
句
£
と
改
称 

北
海
道
1
樺
太
1
九
州
へ
旅 

３
月
10
日
1
金
子
み
す
ず
没
&
満
26
歳
) 

１
９
３
１
年
&
昭
和
６
)
58
歳
1
全
国
遊
歴 

１
９
３
２
年
&
昭
和
７
)
59
歳
1
山
陰
1
四
国
な
ど
へ
旅
o�
春
の
海
£
日
1
米
1
仏
で
レ
コ
y
ド
が
発
売
さ
れ
る
o 

１
９
３
３
年
&
昭
和
８
)
60
歳
1
３
月
1
還
暦
記
念
祝
賀
会
の
席
で
俳
壇
を
引
退
す
る
こ
と
を
表
明 

北
陸
1
大
和
な
ど
へ
旅
o 

２
月
20
日
1
小
林
多
喜
二
没
&
満
29
歳
) 

９
月
21
日
1
宮
沢
賢
治
没
&
満
37
歳
) 

１
９
３
４
年
&
昭
和
９
)
61
歳
1
関
西
1
九
州
へ
旅 

g
子
規
を
語
る
jg
蕪
村
名
句
評
釈
j
刊 

１
９
３
５
年
&
昭
和
10
)
62
歳
1
12
月
31
日
1
寺
田
寅
彦
没
&
満
57
歳
) 

１
９
３
６
年
&
昭
和
11
)
63
歳
1
外
遊
す
る
虚
子
を
横
浜
に
送
る 

12
月
1
門
人
た
ち
に
贈
ら
れ
た
淀
橋
区
戸
塚
の
新
居
に
住
む
o 

チ
Ó
Ô
プ
リ
ン
の
�
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
£ 

１
９
３
７
年
&
昭
和
12
)
64
歳
1
２
月
１
日
1
腸
チ
ブ
ス
に
敗
血
症
を
併
発
し
1
永
眠
o 

帝
国
芸
術
院
設
立 
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碧梧桐「春季雑詠」部分 明治 29 年 2 月末 

 
これは子規・瓢亭・虚子・漱石・極

堂に評点を乞うた四十一句を書いたも

の。句に釣り合った流麗でリズミカル

な書である。これが子規風書風の完成

されたもの。この中に、碧梧桐の傑作

の「赤い椿白い椿と落ちにけり」の句

がある。この句には、子規も漱石も◎

印をつけている。詩書一体の世界。 

あ 

啓 

小
生 

帰
り
来
り 

早
速
御
慰 

問
の
貴
翰
拝
読 

謝
し
奉
り

候
そ
う
ろ
う 

正
岡
子
規
も
存
外
壮
健
に
て 

今
日
に
て
は
複ま

た
旧
に
か
へ
る 

や
う
も
極
は
れ
皆
々
奇
具
&
危
惧
)
の
思
を 

な
し
候
も 

こ
れ
ほ
ど
嬉
し
き
事 

は
無

之

候

こ
れ
な
き
そ
う
ろ
う 

さ
れ
ど
も
未
だ
俳
句 

の
添
削
な
ど
に
は
毫ご

う

も
従 

事
い
た
さ
ず 

た
だ
毎
日
絵 

を
見
る
位
に
て
消
閑
罷ま

か

り
在あ

り
候 

右
の
都
合
に
候
へ
ば
何
卒 

御
放 

念
な
し
被
下
度

く
だ
さ
れ
た
く

候 

小
生
も
漸
く
昨
今
手
紙
で
も 

か
く
よ
う
に
相
な
り
た
る
に
て
一
時 

の
い
そ
が
し
さ
名
状
す
べ
か
ら
ず
と
も 

い
ふ
べ
く
為
に
御
返
事
の 

致
し
候
段 

不
悪

あ
し
か
ら
ず

御
諒
察
な
し 

被
下
度

く
だ
さ
れ
た
く

候 

先ま
ず

ハ
貴
翰
迄
o 

 
 
 
 

七
月
五
日 

碧
生 

 

甘
涯 

竹
湍 

三
詞
兄 

 

花
笠 

 

団
扇
ふ
る
き
僧
堂
の 

わ
び
寝
忘
れ
ざ
る 

碧梧桐書「明治 30 年（1897 年）7 月 5 日付、寺野甘涯
かんがい

・竹湍
ちくたん

・山口花笠
かりゅう

宛書簡」 碧梧桐 24 歳 富山県高岡市西光寺蔵 

甘涯は、還暦を過ぎた西光寺の住職で旧派の俳諧宗匠だった。竹湍は後継ぎ。 

三人は高岡の俳人、碧梧桐の影響で、「日本派」に入った。 

これは、子規風書風の完成されたものである。しかし、碧梧桐は目標点に到ると、さらに新しい世界を求めて旅立ちた

くなるようである。ここには、すでに新天地へ向かうための準備がなされている。流麗さと共に雄渾さが加わっている。 

碧
梧
桐
の
詩
-
俳
句
0
と
書 

碧
梧
桐
の
書
は
1
十
代
の
頃
の
上
手
な
書
が
残
V
て
い
る
o
素
質
が
あ
V
た
の
だ
ろ
う
o
虚
子
と
の
出
会
い
も
1
書
が
上
手
か
V

た
こ
と
が
き
V
か
け
ら
し
い
o
な
ぜ
か
彼
は
1
自
分
の
書
の
拙
さ
に
気
づ
い
て
1
明
治
25
年
の
夏
1
子
規
の
g
一
家
二
十
句
j
を
臨

書
し
1
子
規
の
書
を
学
ぶ
こ
と
で
自
分
の
書
を
変
え
よ
う
と
努
力
し
た
o
そ
し
て
1
明
治
29
年
頃
1
子
規
風
の
書
が
完
成
し
て
い
る
o 
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碧梧桐「玉島帖」部分 明治 42 年（37 歳） 

少年の木の実の発句に賑ひけり  蝕める幾もあり古き砧哉 碧 

「百景追憶帖」明治 30・31 年頃 

碧梧桐 25・26 歳頃の書。 

折井愚哉の描いた百景の画帖を見

て作った追憶句を半紙に書き並べ

たもの。左側は子規が書いている。 

!
書
に
お
け
る
六
朝
は
/
歌
に
お
け
る
万
葉
に
よ
く
似

て
い
る
>
万
葉
は
創
始
時
代
で
/
ま
た
最
も
振
作
し
た
時

で
あ
る
>
六
朝
も
殆
ど
楷
書
の
体
を
創
成
し
た
時
代
で
/

多
く
の
大
家
も
輩
出
し
て
い
る
>
天
真
爛
漫
/
思
う
処
に

懐
を
や
り
筆
を
走
ら
せ
て
/
少
し
の
技
巧
を
も
弄
せ
ず
/

一
点
の
塵
気
を
も
交
え
ず
/
殆
ど
形
を
な
さ
ぬ
愚
拙
の
中

に
雅
味
の
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
>
有
名
な
大
家
の
作
よ

り
も
/
無
名
の
小
家
の
筆
に
欽
慕
す
べ
き
も
の
の
あ
る
こ

と
な
ど
/
万
葉
趣
味
と
六
朝
趣
味
の
相
通
じ
相
類
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
>
小
に
し
て
は
自
己
の
書
/
大
に
し
て
は
明

治
時
代
の
書
と
い
う
も
の
に
/
改
革
と
い
う
よ
り
も
一
革

命
を
来
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
・
・
・
&&
明
治
39
年

９
月
２
日
1
下
野
足
尾
で
1
碧
梧
桐
が
述
べ
た
書
論
の
大

意
)
以
上
の
事
を
1
手
習
い
を
し
な
が
ら
静
か
に
考
え
た

と
述
べ
て
い
る
o 

彼
は
1
青
森
県
の
浅
虫
温
泉
に
1
明
治
40
年
１
月
16
日

か
ら
２
月
23
日
ま
で
滞
在
1
そ
の
間
に
不
折
か
ら
�
爨さ

ん

宝
子

ぽ

う

し

碑ひ

£
と
�
中
岳

ち
U
う
が
く

霊
廟

れ
い
び
,
う

碑ひ

£
が
贈
ら
れ
て
き
た
o
そ

れ
を
見
て
碧
梧
桐
は
六
朝
書
に
目
覚
め
1
読
書
や
俳
句
の

選
や
書
の
勉
強
に
専
念
し
た
o 

碧梧桐書「短冊」 
明治 38 年頃（32 歳） 
新傾向俳句のリズ
ムに合わせて書が
かかれている。 

屯
井
村
経
塚
よ
り
三
浦
三
高
山
を
望
む 
 
 
 

こ
の
頃
1
子
規
風
か
ら
抜
け
出
て
個
性
的
な
表
現
へ
と
向
か
う
o 

刈
跡
に
舟
干
し
て
居
る
漁
村
哉 

碧 
 
 

子
規
は
碧
梧
桐
の
書
を
�
天
資
の
能
£
だ
1
と
ほ
め
た
と
い
う
o 

冬
の
日
の
と
ゝ=

か
ず
な
り
し
小
村
哉 

規 

は
る
寒
き
宥
み
焚
火
に
あ
た
り
け
り 

碧 
 
 
 

新
傾
向
俳
句
o
五
三
四
五
の
律
動
o 

碧梧桐書「短冊」 
これは明治 40 年
頃の書か？横画
に北魏の影響が
見られる。 

日
の
出
み
て
山
下
り
し
里
の
小
春
哉 

碧 

                

碧
梧
桐
は
1
明
治
39
年
&
１
９
０
６
)
の
春
1
中
村
不
折
を
始
め
て
訪
問
し
1
g
龍
門
造
像
記
j
の
拓
本
を
見
せ
ら
れ
1
衝
撃
を

受
け
た
ら
し
い
o
彼
の
書
は
1
北
魏
の
楷
書
の
影
響
を
受
け
1
急
激
に
変
化
し
て
行
く
o
こ
の
年
の
２
月
に
大
谷
句
仏
に
宛
て
た
手

紙
は
ま
だ
流
麗
で
1
そ
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
が
1
６
月
の
句
仏
宛
の
手
紙
に
は
北
魏
の
楷
書
の
影
響
が
は
V
き
り
見
ら
れ
る
o 
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!
母
上
は
日
増
し
に
よ
い
>
一
昨
日
人
の
肩
に
つ
か
ま

f
て
便
所
迄
あ
る
い
て
行
か
れ
た
>
食
物
も
十
分
で
大

安
心
>
愈
十
日
に
立
つ
>
大
阪
二
泊
京
都
二
泊
岐
阜
名

古
屋
辺
一
泊
宛
で
帰
京
す
る
>
十
七
八
日
頃
に
な
る
ぢ

}
ら
う
>
五
日 

竹
村
の
姉
さ
ん
に
□
□
あ
げ
る
>& 

母
せ
い
は
1
こ
の
年
の
４
月
に
永
眠
o 

明
治
40
年
12
月
５
日
1
碧
梧
桐
は
1
老
母
が
脳
出
血

だ
と
の
知
ら
せ
を
越
後
長
岡
で
受
け
る
o
し
ば
ら
く
旅

を
続
け
て
い
た
が
1
母
の
容
態
が
悪
化
し
た
の
で
1
直

ち
に
看
病
の
た
め
全
国
旅
行
を
中
止
し
た
o 

子
心
に
不
孝
重
ね
ま
じ
と
寒
さ
か
な 

碧
梧
桐 

碧梧桐筆「茂枝宛葉書」明治 41 年 1 月 5 日 
俵
麦
萌
え
し
見
出
で
ぬ
雪
の
宿 

碧 

碧梧桐「句軸」 
個人蔵 

不折筆「句短冊」 
六朝書風の書 

瀧
し
ぶ
き
樹
頭
わ
づ
か
に
く
れ
な
ゐ
す 

不
せ
つ 

「爨
さん

宝子
ぽ う し

碑
ひ

」拓本 部分 

西暦 405 年（東晋）の碑。 

雲南省に現存している。 

河東茂枝筆「漢詩軸」 
137×33.9 ㎝花笛文庫蔵 

 

黄
醅
緑
醑

こ
う
は
い
り
&
く
し
&

冬
を
迎
へ
て
熟
す 

絳
帳
紅
爐

こ
う
ち
&
う
こ
う
ろ

夜
を
逐お

ふ
て
開
く 
 

茂し
げ

枝
女

え

じ

& 
 

白は
く

居き
,

易い

の
�
戯
れ
に
諸
客
を
招
く
詩
£
の
一
節
o 

碧梧桐「句短冊」個人蔵 
明治 40年 7月頃 
秋田での句。 

 

虫
干
の
寺
に
掃そ

う

苔た
い

の
供
養
哉 
 

碧 

三
千
里
の
旅
で
碧
梧
桐
は
芭
蕉
や
子
規
の
旅
の
こ
と
を
思
V
て
い
た
o 

碧
梧
桐
の
書
は
1
六
朝
書

り
く
ち
,
う
し
,

に
出
合
V
て
か
ら
1
達
筆
だ
V
た
書
風
を
捨
て
て
1
稚
拙
な
六
朝
書
風
に
一
変
し
て
い
V
た
o 
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思
ひ
の
外
渡
し
の
景
や
瓜
の
里 
 

酔
碧 
 

母
の
病
で
中
断
し
て
い
た
旅
を
1
明
治
42
年
４
月
24
日
に
1
再
開
o 

碧梧桐筆「句軸」個人蔵 
136.5×32.5 ㎝ 
明治 42 年 7 月頃の揮毫？ 
信濃松本での揮毫か？ 

『三千里』初版 
明治 43 年 12 月１日 

金尾文淵堂刊 

「碧梧桐印譜色紙」露珠文庫蔵 明治 44 年 

『層雲』第一巻第一号 
明治 44 年 4 月刊 

 
荻原井泉水を主宰として碧
梧桐らの協力を得、東京で発
行された新傾向俳句の機関
誌。碧梧桐が大正 4 年に離脱
後、無季の自由律俳句を主
唱。同誌から、尾崎放哉、種
田山頭火らが出た。平成 4年
（1992）8 月、井泉水の 17
回忌を機に、通巻 947号で終
刊。 

碧梧桐筆「句軸」露珠文庫蔵 
137.0×31.3 ㎝ 
明治 43 年 9 月 23 日頃の揮
毫？高知での揮毫か？ 

栗
贈
る
に
馴
れ
し
も
真
綿
送
る
年 

碧 
 
 

句
は
g
続
三
千
里
j
明
治
43
年
９
月
23
日
&
土
佐
高
知
)
に
載
る
o 

碧梧桐筆「句幅」大正 2 年頃 典型的な六朝風 

官
服
の
人
と
連
る
里
は
桃
柳 

碧
梧
桐
印 
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『永寿二年三月瓶』 
後漢（156 年） 
早書きの隷書が書
かれている。 

遠
足
戻
り
し
兄
弟
に
白
魚
を
盛
り 

碧 

木簡 

『流沙墜簡』部分 

『石門頌』部分 摩崖 
後漢の健和２年（148 年） 
漢中市博物館蔵 
 
八分隷である。 

碧梧桐筆「句幅」大正 6、7 年頃 

書体が柔かくなってきて
いる。六朝書風から抜け出
し、漢晋の書を母体とする
書へと移行して行く。 

碧梧桐筆「百錬黄金再入爐」軸 大正 9 年（1920 年）12 月 露珠文庫蔵 
66×132.5 ㎝ 落款：大正九年十二月外游出帆前日 碧 

渡欧の旅に出る前日に書かれた。新傾向俳句や自由律俳句の行きづまり、
養女御矢子の病没など、精神的苦境を乗り切るための旅だと想われる。パリ・ロ
ンドン・ローマなどに滞在、イタリアでは、ルネッサンスについて徹底的に研究し
ている。大正 10 年 12 月アメリカに渡り、大正 11 年 1 月 21 日に横浜に着いた。
彼は世界の芸術のなかで自己の芸術について深く悟ったと想われる。 

碧
梧
桐
筆
%
巴
里
雑
詠
録
四
, 

二
曲
一
隻
屏
風 

大
正
10
年 

１
６
７
.
５×

６
８
㎝ 

パ
リ
で
制
作 

花
笛
文
庫
蔵 

巴
里
雑
詠
録
四 

ぎ
f
し
り
な
本
其
下
の
ど
ん 

ぞ
こ
の
浴
衣 

碧 
 

篠
懸
は 

皮
を
脱
ぐ
事
を
す
る 

碧 

大
正
３
年
&
１
９
１
４
)
頃
1
碧
梧
桐
も
1
彼
の
影
響
を
受
け
た
龍
眠
会
の
仲
間
も
1
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
六
朝
書
の
表
現
に
限
界
を

感
じ
て
き
た
o
そ
の
頃
g
流
沙
墜
簡

り
U
う
さ
つ
い
か
ん

j&
大
正
３
年
刊
)
が
京
都
に
亡
命
中
の
羅
振

ら

し

ん

玉
ぎ
,
く

と
王
国
維

お
う
こ
く
い

に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
o
こ
れ
は
敦
煌

と
ん
こ
う

文
献
の
研
究
書
で
李り

白は
く

文
書

も
ん
じ
,

な
ど
1
５
８
８
片
の
図
版
付
き
で
1
漢
時
代
の
肉
筆
や
隷
書
の
碑
・
碣
・
摩
崖
の
古
法
帖
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
V
た
o
ま
た
1
中
村
不
折
が
入
手
し
た
g
永え

い

寿じ
U

瓶へ
い

j
の
肉
筆
や
1
g
石
門
頌

せ
き
も
ん
し
,
う

j
な
ど
も
参
考
に
さ
れ
1
書
風
に

変
化
が
現
れ
て
き
た
o
大
正
７
1
８
年
頃
に
は
g
開
通
褒
斜
道
刻

か
い
つ
う
ほ
や
ど
う
こ
く

石せ
き

j
の
影
響
も
受
け
1
六
朝
よ
り
さ
ら
に
古
い
漢
代
の
隷
書
な
ど

文
字
の
源
流
に
溯
り
1
六
朝
風
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
努
力
し
た
o 
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遠
足
戻
り
し
兄
弟
に 

白
魚
を
盛
り 

寝
る
迄
は
起
き
て
ゐ
た 

大
地
の
光
り 
 

碧 

『碧』創刊号 大正 12 年 2 月 
公益財団法人虚子記念文学館蔵 

大
正
４
年
&
１
９
１
５
)
１
月
1
碧
梧
桐
は
g
層
雲
j
を
去
り
1
同
年
３

月
に
中
塚

な
か
つ
か

一
碧
楼

い
P
ぺ
き
ろ
う

ら
と
g
海か

い

紅こ
う

j
を
創
刊
し
自
由
律
に
転
じ
た
が
1
欧
米
か

ら
帰
国
し
た
の
ち
大
正
11
年
12
月
に
g
海
紅
j
を
去
り
1
翌
12
年
２
月
1

碧
梧
桐
の
個
人
誌
と
し
て
g
碧
j
を
創
刊
o
俳
句
を
�
詩
£
と
称
し
た
句
や

g
子
規
の
回
想
j
な
ど
の
随
筆
1
俳
話
1
美
術
研
究
な
ど
を
掲
載
し
た
が
1

大
正
14
年
２
月
終
刊
o
同
年
３
月
1g
三
昧

さ
ん
ま
い

j
を
創
刊
し
1
ル
ビ
付
俳
句
を

試
み
た
が
1
こ
れ
に
も
行
き
詰
ま
り
1
還
暦
を
機
に
俳
壇
を
引
退
し
た
o 

碧梧桐筆「句幅」大正 11、2 年頃 

碧梧桐は、すべての古典から自己を解放し、
独自の書風を生み出して行った。 
柔毛、長鋒筆を使用しているようだ。 

碧梧桐筆「句幅」昭和５年 

碧
梧
桐
は
1
芭
蕉
の
�
奥

の
細
道
£1
子
規
の
�
は
て
知

ら
ず
の
記
£
の
旅
を
意
識
し

て
1
三
千
里
の
旅
に
出
た
と

想
わ
れ
る
o
こ
の
旅
の
な
か

で
1
新
し
い
俳
句
の
方
向
を

真
剣
に
考
え
は
じ
め
1
印
象

派
絵
画
や
自
然
主
義
文
学
運

動
の
影
響
も
受
け
1
写
実
的
1

現
実
的
で
1
感
情
の
律
動
を

重
ん
じ
る
�
新
傾
向
£
俳
句

へ
と
傾
斜
し
1
子
規
の
考
え

た
近
代
俳
句
の
か
た
ち
か
ら

離
れ
1
独
自
の
道
を
歩
く
こ

と
に
な
V
て
い
V
た
o 

思
は
ず
も
ヒ
ヨ
コ
生
れ
ぬ

冬
薔
薇

そ

う

び 

碧
梧
桐 

新
傾
向
の
俳
句
は
彼
の
六

朝
風
書
体
と
一
体
で
あ
る
o 

明
治
43
年
11
月
14
日
の

安
芸
竹
原
で
の
荻
原
井
泉
水

と
の
議
論
の
な
か
で
�
無
中

心
論
£
を
説
き
1
新
傾
向
俳

句
運
動
の
到
達
点
と
し
た

が
1
し
か
し
1
後
こ
の
説
を

も
否
定
し
た
o 

そ
の
後
1
自
由
律
に
走
り
1

最
後
の
俳
論
�
詩
は
感
情
の

律
動
的
表
現
1
感
情
の
波
を

現
は
す
£
を
説
き
1
ル
ビ
俳

句
に
入
る
o 

碧梧桐筆「春雨や何彫る君の不退転 碧」昭和５年頃 

漢晋の隷意を帯びた造形、木簡調でもあるが、
彼は漢晋風を捨てて新世界に向かっている。 

汐
の
よ
い
船
脚
を
瀬
戸
の
鷗
は
か
も
め
連
れ 

碧 
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碧梧桐筆「句短冊」 

碧
梧
桐
は
1
一
人
で
欧
米
に
旅
立
V
た
o
異
国

で
頼
る
も
の
は
自
分
だ
け
で
あ
V
た
o
彼
は
1
一

人
に
な
V
て
俳
句
に
つ
い
て
1
さ
ら
に
芸
術
に
つ

い
て
1
世
界
の
な
か
で
1
孤
独
の
う
ち
に
考
え
た
o

そ
の
な
か
で
1
彼
は
1
人
間
性
の
回
復
1
個
性
の

解
放
1
自
然
人
に
な
る
こ
と
1
芸
術
に
終
わ
り
は

な
い
こ
と
な
ど
に
気
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
o 

碧
梧
桐
は
1
旅
を
す
る
た
び
に
1
新
し
い
発
見

を
し
1
そ
れ
を
体
現
し
て
い
V
た
o 

俳
壇
か
ら
引
退
す
る
決
意
を
す
る
頃
に
は
1
俳

句
の
進
展
と
同
じ
く
書
に
お
い
て
も
1
そ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
古
典
の
用
筆
・
結
構
法
を
捨
て
て
1

自
由
奔
放
で
独
自
な
書
を
創
造
し
て
い
V
た
o 

碧
梧
桐
の
晩
年
は
大
変
寂
し
い
も
の
で
あ
V

た
ら
し
い
o
今
日
1
彼
の
後
継
者
は
一
人
も
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
1
し
か
し
1
子
規
か
ら
継

承
し
た
彼
の
俳
句
革
新
&
文
学
革
新
)
の
精
神
は
1

井
泉
水

せ
い
せ
ん
す
い

1
一
碧
楼

い
P
ぺ
き
ろ
う

ら
へ
受
け
継
が
れ
1
種
田
山
頭

た
ね
だ
さ
ん
と
う

火か

や
尾
崎

お

ざ

き

放ほ
う

哉さ
い

を
生
み
出
し
1
現
代
俳
句
へ
と
つ

な
が
V
て
い
る
o 

山
を
出
て
雪
の
な
き
一
筋
の
汽
車
に
て
帰
る 

碧
併
題 

「碧梧桐自画賛」昭和９年 

この頃、碧梧桐は、度々
半折の展覧会を開いたり
していたようである。 

元
日
の
は
か
ま
ぬ
ぎ
す
て
遊
び
け
り 

碧 

碧梧桐筆「句軸」昭和７年 

これはルビ俳句である。ルビ
俳句は昭和３年頃から『三昧』
で流行したという。 

久
々
東
京
の
正
月
を
迎
へ 

昭
和
七
年
試
筆 

碧 

こ
と
し
在ヲ

宅
る
挨
拶

ヨ
ロ
コ
ビ

を 

二
人

オ

イ

ズ

が
前
額

テ

ラ

ひ
障
子

テ

ラ

つ 
碧梧桐筆「句小品」22.5×12.5 ㎝ 

しだり尾の 錦ぞ 動く金魚かな 碧 

碧梧桐筆「句色紙」 

積藁の 枯木の霜に 雀かな 碧 

                                               


